
◎
十

人
寫

生
旅

行

 

（瀬
戸
内
海
小
豆
島
）
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
日
本
橋
區

馬
喰
町
二
丁
目

 

興

文
社
發

行

昨
年
十

一
月
太
平
洋
畫
會

の
幹
部
、
中
川
、
石
井
、
廉
子
木
、
吉
田
、
滿

谷
、
高
村
、
小
杉
、
大
下
諸
氏
が
、
小
豆
島

に
二
週
間
程
寫
生
旅
行
を
試

み
た
、

そ
の
時

の
製
作

ス
ケ
ッ
チ
等

八
十
五
點
を
、
三
色
版
、
石
版
、
寫

生
版
、
ジ
ン

ク
版
、
木
版
、
寫
眞

石
版
等
あ
ら
ゆ
る
樣
式
の
版
形
に
て
複

製
し
、
添
ふ
る
に
七
十
頁

の
紀
行
通

信
を
も
つ
て
せ
り
。
瀬
戸
内
海
に
在

つ
て
周
圍

三
十
餘

里
の
小
豆
島
は
、
此
册
子

に
よ

つ
て
普
ね
★
紹
介
せ
ら

れ
た
り
。
此
書
、
版
式
の
上

の
み
な
ら
ず
、
繪

に
は
水
彩
あ
り
油
繪

あ
り

毛
筆
あ
り
、
鉛
筆
叉
に
ペ
ン
畫
も

あ
り
て
、
變
化
極

め
て
多
く
、
猶

一
行

の
ほ
か
に
、
中
村
不
折
氏
も
曾
遊

の
ス
ケ
ッ
チ
に
よ

つ
て
三
四

の
挿
圖
を

加

へ
ら
れ
た
り
。
装
釘
淡
雅

（定
價

二
圓
特
價

一
圓
六
十
銭

）

◎
新
譯
繪

本
水
滸

傳
 
小
杉
未
醒
著

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
神

田
區

小
柳

町
十

三
 
佐

久

良

書

房

 

菊

判
洋
装
六

百
頁

、
定
價

金
貮

圓
送

料
十

六
銭

誰

れ
も
知
ら
ぬ
も

の
ゝ

な

い
水
滸

傳
、

そ
れ

に
は
澤
山
譯

文
は
あ
る

が
、

徒
ら

に
原
書

の
文
字

に
拘

泥
す

る
た
め
か
、
作

者

の
意

を
傳

へ
た

も
の
は

少
な

い
。
吾

が
未
醒
君

は
水
滸

傳
中

の
人
で
は
あ

る
ま

い
が
、
水
滸

傳
中

の
人

を
好

む
人
で
あ

る
、
こ

の
人

は
、

そ

の
繪
筆

が
、

よ
く
簡
潔

に
景

物

を
捕
捉

し
紙
面

に
躍
ら
す

が
如
く
、

そ

の
文
字

か
く
筆

も
澁
滞

な
く
動

き

て
、
快

よ
き
迄
情
景

を
現

は
し

て
み

る
。

挿
入

の
繪
畫

は

無
論
著
者
自

身

の
筆

、

こ
れ
は
今
更
紹
介
す

る
迄
も
あ

る
ま

い
、
實

に
近
來

の

一
快

著
で

あ

る
。
装
釘
ま
た
清
楚

。

◎
文
學

界

 
第

一
巻

第

一
號

 
菊
判
九

十
餘

頁
の
雜

誌

に
し

て
文
學

と

い

へ
ど
、
歴

史
地

理
敎

育
倫

理
等

、
重

に
硬
文

學

に
關
す

る
事

項
を
集

め
た

り
。
由
來

詩
歌

小
説
等

軟
文
學

の
雜
誌

の
あ
ま

り
に
多
き

に
苦
し

む

の
際

本

誌
の
如
き
は

た
し
か

に
時
勢

の
反

動

よ

り
起
り

し
も

の
な

る
べ

し
。
（
一

部

十
五
銭

、
神
田
區

裏
神

保

町
、
光
風
館

）

◎

中
學
文

壇

 
（
十

三
巻

第

四
號
）
 
中

學
生
向

の
質
素

な

る
雜

誌
な
り
。

（
一
部

十

一
銭
、

芝
區

二
本
榎

、
中
學
文

壇
社

）

◎

ル

フ

ラ
ン

水

彩
繪
具

 
文

房

堂
發
賣

佛

國
製

の
大
形

チ

ユ
ー
ブ
と
同
形

で
。
各

色
四
十

七
種

。
發
色

は

い
づ

れ

も
悪
く
な

い
が
、
質

は

ニ
ユ
ー

マ
ン
や
ニ

ユ
ー
ト

ン
の
美
術
家

用

に
比

し

て
粗

で
あ

る
。
價
は

よ
く

分
ら

ぬ
が

十
三
銭

か
ら

三
十
銭

位

ゐ
迄
で

あ
ら

う
。
學

生
用

と
し

て
B

印
な

ど
よ

り
遥
か

に
上
等

で

あ
る
。

一
關
淡
彩
會
は
、
事
務
所
を
岩
手
縣

一
關
町
八
幡
街
坂
本
健
方

に
置
き
、

目
的
は
洋
畫

の
發
達

進
歩
。
事
業
は
毎
月
寫
生
會
及
び
批
評
會
を

開
き
、

毎
年
一
二
回

展
覽
會

を
催
す
。
ま

た
毎
月

一
回

『
青
風
』
と
題
す
る
廻
覽

雜
誌
を
作
り
會
員
の
機
關
と
す
、
記
名
料
十
銭

。
會
費
毎
月

五
銭
。
規
則

入
用
の
方
は
事
務
所
に
申
出
で
ら
れ
た
し
。


